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昨日(11月20日)山梨県上空での米軍機の空中給油訓練が目撃されました。住民から目撃情報が複数寄せられ、甲府市上空での飛行も目撃されています。昨年からの度重なる危険な、空中給油訓練に厳しく抗議し、県として米軍に、中止を求めることを要請します。

これまでの空中給油訓練は東富士演習場で行われていた米軍の「模擬投下訓練」と同時に実施されています。今回も静岡県御殿場市に提出された米軍の東富士演習場使用計画で「11月20日から22日までの各日は1100から1400までの間、4機のジェット機が演習場上空を飛行します。(模擬弾(爆発しない投下物)投下を含む)」と通知されています。日本共産党県議団は、この情報をつかみ、昨日朝に県庁にこの情報の確認と対応を求めることを要請しました。
昨年11月2日付、日本共産党志位議員から「防衛省が山梨県に対して行った令和4年3月以降の米軍の空中給油に関する説明文書」の要請に対する防衛省の提出資料では、米側の回答として「3月23日に山梨県上空で空中給油を実施した。運用上の所要に基づいて行ったものであり、具体的には、東富士演習場において訓練中の米軍機を支援する必要性から空中給油をおこなったものである」と資料提出されています。この回答文書からも今回、東富士演習場使用計画にある投下訓練にあわせ、山梨県内で空中給油が実施されたことは明白であり、山梨県は直ちに抗議し、中止を要請すべきです。

空中給油訓練について、県はこれまで抗議もせず、中止要請もしていません。今年６月に県内上空での空中給油訓練に対して、山梨県は防衛省南関東防衛局に「県民が不安を感じないように安全に配慮してほしい」と口頭で申し入れたと報道されています。空中給油訓練を容認するかのような姿勢であり看過できません。今回もこのような県の姿勢の下で実施されているのであり、山梨県は空中給油訓練を黙認、容認する姿勢を改め、中止を求めるべきです。
空中給油訓練は危険な訓練であり、陸地上空では行わない旨を日米間で取り交わしていると国会答弁でも確認されています。今回は事前に情報提供があり、中止を求めることは当然のことです。
県民の命と財産を守るべき山梨県として、ただちに、米軍に抗議し、中止を要請することを求めます。
